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昭和 21年 1月 1 日より昭和 30 年 12月 31 日迄の 10年間の全日本各地の大学および病院 68カ所より 38 ， 145




10 年聞の剖検例数は 38 ， 145 例内疾病死 36 ， 380 (児 21 ， 495，女 13 ， 751，性不明1， 134) 傷害死 874 (男
622，女 233，性不明 19) 死産児 891 (男 377，女364，性不明150) であったの (死産児および傷害死はこ
の論文では省略したっ)剖検例は年々増加を示しその男女比は 59 : 38 で死亡統計とは差があった勺年令








10 年間の全疾病死数，恵性新生物 32.7 %，全結核15 .4%，心臓疾患3.9%，巾枢ネr!1経糸の血管損傷 3.2
%，肺炎1.9%，肝硬変1.6%であり，悪性新生物の内，胃癌7.3%，白血病3.7%，肺癌2.9%，子宮癌2.0





悪性新生物は各年代の内男では60才以上，女では 40~59 才に多く，結核は男女共 20"--'39 才に多い。肺炎
は男女共 o 0J19才に多く，中枢神経糸の血管損傷は60才以上に多い。
悪性新生物では 0"--'19 才では男女共，白血病，脳およびその他の中枢神経系の悪性腫療が多く， 20"--'39 
才では男は胃癌，白血病， リンパ節悪性腫療が多く，女では子宮癌，胃癌，白血病が多い。胃癌は 0"--'19








肺癌は人口動態の死亡統計と Itû じいその増加は急激で悪性新生物の中でも始め 5"'-'6%から 10 %前後
に増加しているのこれを男女別にその増加率をみた場合，明らかなる差を認めなかった。地域分布では大
都市，工場地帯，鉱山の地方に多く，田園地方には少い傾向を認め，日本では空気汚染が重大因子である
ことを指摘したヮ
肝癌では，肝硬変との合併率が他の疾患に比して高く， 40%に達し，その聞の関係は日本では胃癌と所
謂主病変となり得る胃潰屈との間より高い相関を示し，肝癌のみ，肝癌と肝硬変の合併せるものと肝硬変
の年令分布には差のないことを指摘し，肝硬変が肝癌の発生母地としては勿論重要であるが，肝癌および
肝硬変が同 a因子群により相前後して発生する場合もまた重要視されなければならないことを指摘したり
〔総括〕
わが国の最近 10 年聞における病理解剖統計を人口動態統計と比較しながらその特色を述べ，特に悪性
新生物では重要なる役割をはたすことを指摘し，病理統計より観察した，肺癌および、肝癌について分析し
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Tこ。
論文の審査結果の要旨
死亡時の主要疾患，すなはち死因に関する統計は，人口動態調査死因統計にみられるが，これは臨床診
断をもとにしたもので正確さにおいては病理解剖によって明らかにした死因にもとずく研究にはおよぱな
V'o 
本研究は，日本全国の病理解剖例を 10 年間にわたって集め，同ーの基準で分析したものであるのしか
し，病理解剖は，全死亡例を網羅していないために，性別，年令別，疾患別にみて剖検率の相違による歪
みを有してはいるが，それでもなお，臨床診断の不正確な悪性新生物の統計において，特にその利用価値
の高いことを示し，病理解剖による統計の基礎をきずいたっ
さらに肺癌については，その地方別分布より，都市化，工業化による空気汚染が，肺癌増化の重大な因
子であることを示唆したり
肝癌と肝硬変については，我が国では二者が特殊な関係にあることを示し，肝癌と肝硬変が同一因子群
により相前後して発生する場合が重視されるべきであると指摘した。
以上，病理解剖による統計の基礎を明らかにし，それを利用して，肝癌および、肺癌について興味ある結
論を出した点に本論文の価値がある口
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